
 

 

    

    

 

 

 

  

平成３０年１１月６日（火）、平野区廃棄物減量等推進員の実地研修会を開催し、

各連合から３１名の推進員の方々が参加されました。 

 大阪市内から出る普通ごみを焼却した後に残る焼却灰を埋立処分している北港処分地（夢

洲）では９月４日の台風２１号の影響で施設内に被害が出ましたが、天候にも恵まれ処分

地内で下車し見学する事ができました。 

また、北港処分地担当の係長からは大阪市の埋立処分の歴史や、近畿2府4県の自治体

（168市町村）が参加している広域埋立処分場（フェニックス処分場）の説明や、2025年

の万国博覧会誘致に向けての計画など様々な情報を得る機会となりました。                                              

 

                                         

 

 

 

 

 

第 1３号 

平成３０年１２月発行 

平野区 

平野区廃棄物減量等推進員実地研修会開催 

“北港処分地（夢洲）と舞洲工場を見学してきました” 

 



また、舞洲工場では、ＤＶＤによる舞洲 

工場の建設にかかるコンセプトや、なぜこの 

ようなユニークなデザインになったか等の経緯 

の説明を受け、参加者からは「よく理解で 

きた」などの意見がありました。工場内では、 

最先端の余熱利用の状況や発電量の説明 

がありました。また、大阪市が搬入している焼 

却工場で唯一併設している破砕施設や不燃 

物の処理方法も見学し、廃棄物処理に係る 

知識をより一層得る事ができました。 

今後も、毎年 1回ではありますが、推進員の実地研修会を開催し、職員も含め廃棄物に関

する情報を共有し、今後もごみ減量目標に向けて、推進員の皆様と共に活動していきたいと考

えています。 
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